
盛土造成地
の位置

谷埋め型 腹付け型

α θ

1 四季の丘団地
山梨県大月市
猿橋町藤﨑地内

45,650 8.0 ― 27.4 ― ― 要 谷埋め型 ―

2 工業団地
山梨県大月市
富浜町宮谷地内

35,280 10.0 ― 14.8 ― ― 要 谷埋め型 ―

3
特別養護老人ホーム
大月富士見苑

山梨県大月市
大月町真木地内

59,100 8.0 ― 39.4 ― ― 要 谷埋め型 ―

4 ゆりヶ丘団地
山梨県大月市

賑岡町ゆりヶ丘地内
97,840 14.0 ― 39.8 ― ― 要 谷埋め型 ―

5
パストラルびゅう

桂台①
山梨県大月市
猿橋町桂台地内

50,940 16.0 ― 88.2 ― ― 要 谷埋め型 ―

6
パストラルびゅう

桂台②
山梨県大月市
猿橋町桂台地内

69,000 36.0 ― 71.3 ― ― 要 腹付け型 ―

7
パストラルびゅう

桂台③
山梨県大月市
猿橋町桂台地内

121,210 10.0 ― 79.5 ― ― 要 谷埋め型 ―
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1 四季の丘団地 標準 標準 標準 標準
練石

(不適)
非該当 無 無 無 無 無 無 不明 S55 後

70.8

(数量化
Ⅱ類)

大 A3
経過
観察

56軒 有 不明
擁壁
倒壊

2 工業団地 標準 標準 標準 標準 練石 該当 無 無 無 無 無 無 不明 S57 後
65.7

(数量化
Ⅱ類)

大 C
経過
観察

18軒 無 不明
擁壁
倒壊

3
特別養護老人ホーム
大月富士見苑

不適 標準 標準 標準 なし 非該当 無 無 無 無 無 あり 不明 H元 後
84.0

(方式1)
大 A1

経過
観察

5軒 無 不明
地形的要因により
崩壊には至らない変形

4 ゆりヶ丘団地 標準 標準 標準 標準 練石 該当 無 無 無 無 無 無 あり H元 後
10.8

(方式1)
小 A4

経過
観察

95軒 無 あり
擁壁
倒壊

5
パストラルびゅう

桂台①
標準 標準 標準 標準 なし 該当 無 無 無 無 無 無 不明 H5 後

10.8

(方式1)
小 C

経過
観察

89軒 無 あり
地形的要因により
崩壊には至らない変形

6
パストラルびゅう

桂台②
標準 標準 標準 標準 なし 該当 無 無 無 無 無 無 不明 H5 後

42.4

(方式1)
小 C

経過
観察

132軒 無 あり
地形的要因により
崩壊には至らない変形

7
パストラルびゅう

桂台③
標準 標準 標準 標準 なし 該当 無 無 無 無 無 無 不明 H5 後

10.8

(方式1)
小 C

経過
観察

無 無 あり
地形的要因により
崩壊には至らない変形
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【 用語解説 】

変動確率 変動確率盛土の安定性を概略評価するものです。変動確率は、盛土形状、地山勾配及び
地下水の有無等を変数パラメータとし、既往災害事例の統計処理結果に基づいた計算式
から得られ、その値が大きいほど優先度が高いと評価します。

保全対象 滑動崩落により危害が生ずるおそれの大きい範囲において、収集した資料や現地踏査な
どをもとに、大規模盛土造成地上及び周辺に存在する「住宅の戸数」や「公共施設等の
有無」を示しています。

【優先度評価（従来の方法）】 【優先度評価（新たな考え方）】


